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②②   剰剰余余金金  
 

令令和和 22 年年度度決決算算  

（単位：億円、単位未満切捨） 

 

 

令和 2 年度決算における剰余金は、エネルギー対策特別会計全体で 5,374 億円です。 

当該剰余金は、①翌年度繰越額 1,607 億円、②歳出不用額 1,404 億円、③歳入増加額が

202 億円、④前年度剰余金受入増加額 2,160 億円等によって構成されています。このう

ち、④については、令和元年度において生じた歳出不用等が、令和２年度の歳入予算に計上

されず、令和２年度の歳入決算に計上されたものであり、令和２年度において、実際に余っ

た金額ではありません。 

 

 

＜＜エエネネルルギギーー需需給給勘勘定定＞＞  

エネルギー需給勘定における剰余金は、3,846 億円であり、そのうち①翌年度繰越額が

1,508 億円、②歳出不用額が 1,141 億円、③歳入増加額が 272 億円、④前年度剰余金受入

増加額が 924 億円等です。 

（剰余金が生じた理由） 

① については、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金において、事業計画の見直しに

より年度内に事業を終了することができなくなったこと等によるものです。 

② については、石油精製合理化対策事業費等補助金において、事業規模が予定を下回っ

たこと等によるものです。 

③ については、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構からの出資回収金があっ

たこと等によるものです。    

勘勘定定  
収収納納済済  

歳歳入入額額  

支支出出済済  

歳歳出出額額  
剰剰余余金金  

翌翌年年度度  

歳歳入入繰繰入入  

積積立立金金積積立立  

資資金金組組入入  

一一般般会会計計へへ

繰繰入入  

エネルギー需給勘定 24,921 21,074  3,846 3,846 - - 

電源開発促進勘定 3,706 3,118 588 588 - - 

原子力損害賠償支援勘定 82,926 81,987 939 939 - - 

特別会計合計 111,554 106,180 5,374 5,374 - - 
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